
事
業
承
継
と
経
営
者
保
証
で 

二
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
交
錯

　

昨
年
12
月
５
日
、
中
小
企
業
庁
が

改
訂
版
の
「
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
公
表
し
た
。
も
と
も
と
こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
金
融
機
関
な
ど
が

中
小
企
業
の
事
業
承
継
を
支
援
す
る

際
の
指
針
と
し
て
、
士
業
団
体
、
中

小
企
業
関
係
団
体
、
中
小
企
業
庁
な

ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
事
業
承
継
協
議

会
が
２
０
０
６
年
６
月
に
策
定
し
た

も
の
。
10
年
ぶ
り
に
内
容
を
大
き
く

見
直
し
、〝
新
生
〞
事
業
承
継
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
こ

の
10
年
で
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

「
今
後
５
年
か
ら
10
年
程
度
で
、
多

く
の
中
小
企
業
が
事
業
承
継
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
」

（
中
企
庁
）
こ
と
か
ら
、
よ
り
円
滑

に
事
業
承
継
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

課
題
と
し
て
浮
上
。
同
庁
の
「
事
業

承
継
を
中
心
と
す
る
事
業
活
性
化
に

関
す
る
検
討
会
」
お
よ
び
「
事
業
承

継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
小
委
員
会
」

で
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
今
回
の
改

訂
に
至
っ
た
。

　

事
業
承
継
を
巡
る
10
年
前
と
現
在

の
状
況
の
違
い
と
し
て
は
、
３
年
前

に
適
用
が
開
始
さ
れ
た
「
経
営
者
保

証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以

下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
の
存
在
も

大
き
い
。
事
実
、
今
回
の
事
業
承
継

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
「
経
営
者
保
証

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
た

対
応
」
と
の
項
目
が
設
け
ら
れ
、
中

小
企
業
と
金
融
機
関
の
そ
れ
ぞ
れ
に

求
め
ら
れ
る
対
応
が
く
わ
し
く
記
さ

れ
て
い
る
。
あ
る
金
融
庁
幹
部
は

「
日
本
に
お
け
る
事
業
承
継
の
問
題

点
は
第
三
者
へ
の
承
継
事
例
が
極
端

に
少
な
い
こ
と
。
そ
の
主
要
な
原
因

は
経
営
者
保
証
が
障
害
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

必
要
性
が
最
も
高
い
の
は
事
業
承
継

の
ケ
ー
ス
」
と
語
る
。

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
事
業
承
継
が 

成
就
し
た
ケ
ー
ス

　

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
事
業
承
継
を
行
う

と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用

し
て
経
営
者
の
残
余
財
産
確
保
に
つ

「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
事
業
承
継
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
第

三
者
に
対
す
る
事
業
承
継
案
件
が
少
な
く
、
そ
の
背
景
と
し
て
経
営
者
保
証
の
存
在
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
事
例
集
の
改
訂
や
中
小
企
業
庁
に
よ
る「
事

業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
刷
新
な
ど
、
利
用
拡
大
に
向
け
た
政
策
的
な
後
押
し
が
広
が
っ
て
い
る
。
経

営
者
の
残
余
財
産
の
扱
い
を
含
め
て
、
事
業
承
継
時
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
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わ
ず
か
４
カ
月
で
の
基
本
合
意

　

第
四
銀
行
と
北
越
銀
行
は
、
10
月
に
経
営
統
合

に
関
す
る
最
終
契
約
を
締
結
し
、
12
月
に
臨
時
株

主
総
会
を
開
催
し
た
う
え
で
、
２
０
１
８
年
４
月

に
銀
行
持
株
会
社
「
第
四
北
越
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｇ
）」
を
設
立
し
て
経
営
統
合
す

る
こ
と
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
20
年
４
月
以
降
に

両
行
が
合
併
す
る
と
と
も
に
、
証
券
、
リ
ー
ス
等

の
子
会
社
も
統
合
し
て
第
四
北
越
Ｆ
Ｇ
の
傘
下
に

お
く
計
画
だ
。
今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
銀

行
法
を
ふ
ま
え
、
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
共
通
・
重

複
機
能
の
集
約
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

両
行
は
「
対
等
の
精
神
」
に
の
っ
と
っ
て
経
営

統
合
す
る
と
と
も
に
、
第
四
北
越
Ｆ
Ｇ
の
本
店
所

在
地
は
長
岡
市
と
し
、
お
も
な
本
部
機
能
は
新
潟

市
に
お
く
。
こ
の
か
た
ち
は
、
本
店
所
在
地
を
鹿

児
島
銀
行
に
お
き
、
お
も
な
本
部
機
能
を
肥
後
銀

行
が
本
店
を
お
く
熊
本
市
に
お
い
て
い
る
九
州
Ｆ

Ｇ
と
同
様
だ
。
第
四
北
越
Ｆ
Ｇ
の
会
長
に
は
北
越

銀
行
の
荒
城
哲
頭
取
、
社
長
に
は
第
四
銀
行
の
並

木
富
士
雄
頭
取
が
就
任
す
る
。
16
年
９
月
末
時
点

で
の
総
資
産
は
県
内
１
位
の
第
四
銀
行
が
５
兆
４

４
３
８
億
円
、
２
位
の
北
越
銀
行
が
２
兆
７
３
２

０
億
円
。
統
合
す
れ
ば
単
純
合
算
で
、
隣
県
の
群

馬
銀
行
（
７
兆
７
０
６
５
億
円
）
を
上
回
る
規
模

に
な
る
。

　

昨
年
の
12
月
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
地
銀
協
の
例

会
終
了
後
に
第
四
銀
行
の
並
木
頭
取
が
北
越
銀
行

の
荒
城
頭
取
に
対
し
て
、
両
行
の
経
営
統
合
を
含

め
た
協
議
に
つ
い
て
も
ち
か
け
た
と
い
う
。
両
行

と
も
そ
の
と
き
に
「
５
年
後
、
10
年
後
の
展
望
を

検
討
し
て
い
た
」（
並
木
頭
取
）
こ
と
も
あ
っ
て
、

わ
ず
か
４
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
基
本
合
意
に
至

っ
た
。

　

両
行
は
も
と
も
と
新
潟
県
と
の
地
方
創
生
に
係

る
包
括
連
携
協
定
の
締
結
、
現
金
輸
送
車
の
共
同

運
行
な
ど
を
通
し
て
、
協
力
関
係
を
築
い
て
き
た

間
柄
だ
。
い
ず
れ
も
長
い
歴
史
を
も
ち
、
行
風
の

違
い
も
指
摘
さ
れ
る
。
第
四
銀
行
は
１
８
７
３
年

に
設
立
さ
れ
、
北
越
銀
行
も
前
身
の
第
六
十
九
国

立
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
の
は
１
８
７
８
年
だ
。
第

四
銀
行
の
並
木
頭
取
は
自
行
に
つ
い
て
、
設
立
当

初
か
ら
新
潟
県
の
公
金
を
取
り
扱
っ
て
き
た
こ
と

を
紹
介
し
、「
堅
実
経
営
」
と
評
し
た
。
一
方
で

北
越
銀
行
の
荒
城
頭
取
は
自
行
に
つ
い
て
、
長
岡

藩
の
城
下
町
で
あ
る
長
岡
市
で
「
武
士
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
」
と
話
し
、「
親
し
み
や
す
く
面
倒

見
が
い
い
」
と
分
析
。
お
互
い
に
融
合
を
目
指
す

決
意
を
語
っ
た
。

　

両
行
は
激
し
い
金
利
競
争
を
行
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
県
内
の
金
融
関
係
者
に
と
っ
て
は
意
外

な
組
合
せ
だ
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
あ
る
第
四
銀

行
の
関
係
者
は
数
年
前
の
時
点
で
「
ム
ダ
な
金
利

競
争
で
は
な
く
、
北
越
銀
行
と
一
緒
に
な
る
の
が

い
ち
ば
ん
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て
い
た
。
両
行

の
店
舗
数
は
第
四
銀
行
が
１
２
１
カ
店
、
北
越
銀

行
が
84
カ
店
。
重
複
店
舗
の
統
廃
合
な
ど
、
経
営

統
合
に
よ
る
効
率
化
の
効
果
は
高
い
。

顧
客
へ
の
還
元
を
強
調

　

今
回
の
経
営
統
合
で
は
、
ふ
く
お
か
Ｆ
Ｇ
傘
下

の
親
和
銀
行
と
十
八
銀
行
の
統
合
・
合
併
で
揺
れ

る
長
崎
県
に
続
き
、
公
正
取
引
委
員
会
の
企
業
結

合
審
査
の
行
方
が
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。
第
四
銀
行

と
北
越
銀
行
の
県
内
貸
出
金
シ
ェ
ア
の
単
純
合
算

は
、
労
金
、
農
協
、
大
手
行
等
を
含
め
て
約
50
％
。

と
も
に
新
潟
県
に
本
店
を
お
く
第
四
銀
行
（
新
潟
市
）
と
北
越
銀
行
（
長
岡
市
）
は
４
月
５
日
、

経
営
統
合
に
つ
い
て
基
本
合
意
し
た
。
２
０
１
８
年
４
月
に
持
株
会
社
を
設
立
し
て
経
営
統
合

し
、
20
年
４
月
以
降
に
両
行
が
合
併
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
新
潟
県
内
一
番
手
行
と
二
番
手
行

の
経
営
統
合
で
あ
り
、
公
正
取
引
委
員
会
の
企
業
結
合
審
査
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
が
、
両
行

は
「
経
営
統
合
に
よ
り
顧
客
に
還
元
さ
れ
る
効
果
」
や
競
争
環
境
を
丁
寧
に
説
明
し
て
理
解
を

求
め
て
い
く
方
針
だ
。
県
内
三
番
手
の
大
光
銀
行
（
長
岡
市
）
も
今
後
の
戦
略
が
問
わ
れ
る
。

「
地
元
還
元
」
の
具
体
策
が
肝
と
な
る

第
四
銀
と
北
越
銀
の
経
営
統
合
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と
く
に
地
域
銀
行
に
対
し
て

規
制
が
過
剰
で
あ
る
と
判
断

　

就
任
以
来
、
矢
継
ぎ
早
に
大
統
領

令
や
大
統
領
覚
書
を
発
出
し
て
い
る

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
だ
が
、
そ
の
う
ち

の
い
く
つ
か
は
金
融
規
制
、
証
券
規

制
に
か
か
わ
る
も
の
だ
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
選
挙
期
間
中
に
金
融
・
証

券
規
制
に
言
及
し
た
が
、
規
制
緩
和

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ン
ク

（
地
域
銀
行
）
の
活
性
化
に
期
待
す

る
一
方
、
大
手
の
銀
行
や
生
保
に
は

批
判
的
な
ト
ー
ン
で
あ
っ
た
。
好
調

な
米
国
株
式
市
場
の
な
か
で
も
金
融

株
は
高
い
リ
タ
ー
ン
を
生
ん
で
い
る

が
、
と
く
に
地
域
銀
行
の
株
価
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
は
金
融
業
界
の
そ
れ
を
さ

ら
に
上
回
っ
て
い
る
（
図
表
１
）。

　

オ
バ
マ
政
権
の
遺
産
で
あ
る
ド
ッ

ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
金
融
秩
序
を
修
復
し
、
米
国
の
証

券
市
場
が
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ

ン
ク
法
の
中
核
と
い
わ
れ
る
ボ
ル
カ

ー
・
ル
ー
ル
は
、
銀
行
が
自
己
勘
定

で
、
自
社
の
資
金
運
用
に
あ
た
り
リ

ス
ク
の
大
き
な
金
融
商
品
に
投
資
す

る
こ
と
を
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で
、

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
や
商
品
先
物
の
取
引

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
規
制
し
、
未
公
開
株

フ
ァ
ン
ド
や
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど

へ
の
出
資
も
制
限
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
に
よ
り
金
融
機
関
は
リ
ス
ク
の

あ
る
投
資
を
行
え
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
企
業
の
成
長
の
芽
を
摘
み
と

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
、
国
際
基

準
で
あ
る
バ
ー
ゼ
ル
規
制
以
上
に
必

要
な
自
己
資
本
比
率
を
高
く
設
定
し

て
い
る
た
め
、
金
融
機
関
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ

を
引
き
下
げ
る
だ
け
で
な
く
、
国
際

的
な
競
争
力
を
も
弱
め
る
こ
と
に
も

な
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
金
融
危
機
と

い
う
非
常
事
態
の
な
か
で
つ
く
ら
れ

た
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
行
き
過

ぎ
た
規
制
を
多
く
設
け
た
と
考
え
て

お
り
、
こ
れ
に
代
え
てF

inancial 
C

H
O

IC
E

 A
ct

（
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

法
）
を
制
定
し
、
規
制
の
多
く
を
撤

廃
・
緩
和
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
勝
利
し
た
昨
年
11
月
の
選
挙
以
降
、
米
国
株
式
市
場
は
活
況
を
続
け
て
い
る
。
と

く
に
規
制
緩
和
期
待
が
広
が
る
金
融
業
界
の
株
価
は
好
調
だ
。
金
融
・
証
券
規
制
緩
和
の
全
体
像
は
６

月
ご
ろ
に
明
ら
か
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、
す
で
に
規
制
官
庁
で
は
規
制
緩
和
へ
の
取
組
み
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
金
融
危
機
の
混
乱
の
な
か
で
設
け
ら
れ
た
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
は
、
平
時
に
は

効
果
が
疑
わ
し
く
み
え
る
規
制
が
少
な
く
な
く
、
大
胆
な
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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